


















































































関する国際連合宣言」2007 年（The United Nations 






「ILO の基本 8 条約」は強制労働，差別，児童労働，
結社の自由について規定している。すなわち 100 号平
等取扱条約（1951 年），111 号雇用職業差別条約
















及びもとの制度は尊重される。（169 号条約 5 条）先
住民・種族民の教育水準の向上は地域の総合的経済開
発計画において優先される。（169 号条約 7 条）国内
法令を適用するに際してはその慣習または慣習法に適




























against Forced Labor”）が求められている。ILO 29
号強制労働条約（1930 年）は加盟国に対して強制労

















する。2004 年に ILO とペルー政府労働省がペルーで
行なった調査では，アマゾンの熱帯地域における違法
な伐木搬出作業の中で，強制労働の存在が認知されて







































































































182 号最悪の形態の児童労働条約（1999 年）及び 138






















































その 7 章で職業訓練について，8 章では教育について
規定している。












































































































































































































































運動として拡がった。2000 年 7 月政府がカメイヤ自
由宣言を発布したことでこの運動は終結した。政府の
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